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地域包括ケアシステムとは

高齢者等が、住み慣れた地域で、安心して尊厳あるその人らし
い生活を継続していくため、介護保険制度によるサービスだけで
なく、その他の様々な社会資源を本人が活用できるように、包括
的及び継続的に支援するシステム。

「健康」「国民健康保険医療保険者」の視点から、国保データ
ベース（KDB）システムを活用して、ハイリスク群等を抽出し、
保健事業を展開。



横須賀市が目指す「地域包括ケアシステム」の姿

地域包括ケアシステムは
おおむね3 0分以内に

必要なサービスが提供される
日常生活圏域

（本庁および行政センター区域）
を単位として想定

住まい

住み慣れた地域で
安心して暮らしつづけるために… 介護

・ホームヘルプ
・デイサービス
・ショートステイ

など

・特別養護老人ホーム
・老人保健施設
・グループホーム

など

・地域の助け合い活動
・体操や茶話会等、人が集う場

生活支援・介護予防

町内会・自治会、民生委員児童委員、老人クラブ
ボランティア、ＮＰＯ、民間企業など

社会参加・見守り・手助け

・居宅介護支援事業所
・認知症初期集中支援チーム

・横須賀にこっと
ＳＯＳネットワーク

医療
かかりつけ
・診療所
・歯科診療所
・薬局

病院
・急性期
・回復期
・慢性期

医師、歯科医師、薬剤師、
看護師、ケアマネジャー、ホームヘルパーなど

通院・入院

訪問

通所・入所

訪問

・地域包括支援センター

・オレンジパートナー

・認知症サポーター

・成年後見制度

・終活支援

目指すもの

誰もが自分らしく
幸せに生きられるまち

健康部の取り組み

出典：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング「<地域包括ケア研究会>地域包括ケアシステムと地域マ
ネジメント」（地域包括ケアシステム構築に向けた制度及びサービスの あり方に関する研究事業）、平成２７年度厚生労
働省老人保健健康増進等事業、２０１６年



目指している方向性（地域健康スパイラル）

世代別重点目標
ハイリスク
（個別支援）

ポピュレーション
（教育・相談）

介護予防世代
後期高齢者の保健事業と介護予防等の

一体的実施事業

重点世代

リスク者支援
（健診・がん検診）

DXの導入
担い手づくり

就労世代 職域との協働

動
機
付
け

デ
ー
タ
活
用

成人健診・特定健診・後期高齢者健康診査
がん検診・歯科健診

健 診（データ蓄積）

地域づくり災害対策

公衆衛生



特定健診対象者への送付物



実施している
各種健診



健診受診者

医療機関への受診勧奨

ＣＫＤ病診連携システム

生活習慣病のリスクが高いが、医療機
関での受診が確認できない方

健診対象者
毎年５月中に受診券発送

健診未受診者
通知等で健診受診の促し

腎機能低下が疑われる特定健診受診者を
早期に腎臓専門医への受診に結び付ける

糖尿病性腎症重症化
予防プログラム

かかりつけ医と連携しながら実施
する３か月の個別プログラム

特定保健指導

生活習慣病のリスクが高い方を
対象とした、生活習慣改善のプ
ログラム

糖尿病予測による糖尿病予防事業（新）

将来、糖尿病を発症するリスク者にアプローチする。
電話での保健指導と３か月の個別プログラム



地域の健康課題（地域全体）

国保 ・県・同規模自治体・国いずれとの比較において、「脂
質異常症についての服薬」、「高血圧症についての服
薬」の割合が高い傾向にある。

後期 ・国との比較において、「高血圧症についての服薬」、
「糖尿病についての服薬」の割合が低い傾向にある。



地域の健康課題（医療費）

国保 ・入院・外来医療ともに医療費が同規模自治体と比べて
高い疾患は「がん」「狭心症」「脳梗塞」「糖尿病」で
ある。
・「脳出血の入院費」「脂肪肝の外来費」が増加。

後期 ・入院・外来医療ともに医療費が同規模自治体と比べて
高い疾患は「がん」「狭心症」「心筋梗塞」「糖尿病」
「動脈硬化症」である。



神奈川県後期高齢者医療広域連合（※）からの
委託を受けて実施

ハイリスクアプローチ

「低栄養者への支援」

「健康状態不明者の支援」

ポピュレーションアプローチ

「通いの場等への積極的な関与」

後期高齢者の保健事業と介護予防の
一体的実施事業概要

市内全域（10圏域）で実施



ハイリスクアプローチ

項 目 結 果

ＢＭＩ 低体重：24人(12.1％) 肥 満：46人(23.2％)

簡易フレイルチェック フレイルの恐れあり：55人(27.8％)

フレイルの可能性あり：52人(26.3％)

サルコペニア あ り： 68人(34.3％)

オーラルフレイル あ り： 121人(61.1％)

ポピュレーションアプローチ

対象者
アンケート
回答人数

訪問
（実人数）

訪問
（延人数）

備考

健康状態不明者 100 72 30 45

低栄養 72 37 46 51

合計 172 109 76 96



「高齢者の健康状態質問票の集計結果」 
（令和６年度）  データ総数 2,708人分

男

２０％

女 80%

男女比

70－79歳

46%

80－89歳

40%

5%

年齢

60－69歳

９％

90歳以上



はい 93%
いいえ

6%

１日３食きちんと食べていますか

いいえ 73% はい 27%

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

いいえ 77% はい 22%

お茶や汁物等でむせることがありますか



いいえ 36% はい 62%

以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと思いますか

いいえ 81% はい 18%

この１年間に転んだことがありますか

はい 72% いいえ 27%

ウォーキング等の運動を週１回以上していますか



はい 95% 4%

週に１回以上は外出していますか

はい 97% 3%

ふだんから家族や友人と付き合いがありますか

はい 94% 5%

体調が悪い時に、身近に相談できる人がいますか

いいえ

いいえ

いいえ


	スライド 1: 地域包括ケアシステムの取り組み
	スライド 2: 地域包括ケアシステムとは
	スライド 3: 誰もが自分らしく 幸せに生きられるまち
	スライド 4: 目指している方向性（地域健康スパイラル）
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8: 地域の健康課題（地域全体）
	スライド 9: 地域の健康課題（医療費）
	スライド 10
	スライド 11: ハイリスクアプローチ
	スライド 12: 「高齢者の健康状態質問票の集計結果」 （令和６年度） 　　　 データ総数 2,708人分
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15

